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1.緒 言

鳥 類 肺臟 ハ発 生 學 的 研 究 ハ既 ニ遠 ク1828年Rathke氏 ガ當 時 ニ於 テ 非 常 ニ卓 越 セ ル 方 法 ナ リ シ光 學 的 裝

作 ノ下 ニ ナ セ ル研 究 ヲ発 表 シテ 以 來,諸 先 人 ニ ヨ リテ ノ幾 多 ノ業 績 ア リ.即 チ同 年Baer氏 ノ鶏 ニ 就 キ テ 研

究, 1855年Remak氏 ノ研 究, 1866年Selenka氏, 1877年Seesel氏 モ亦 鶏 ニ於 テ 殊 ニ其 ノLuftsackノ 発 生

及 ビ氣 管分 枝 ニ就 キテ ノ攻 究 ア レ ドモ 當 時 ノ術 式 ニ於 テ ハ 本來 ノ經過 ニ於 ケル 充 分 ナ ル檢 索 ハ 得 ラ レザ リ

キ. 1899年Rertelli氏 ノ鶏 胎 ニ於 テ主 ト シテLuftsuckニ 就 キ テ ハ研 究,更 ニ1900年 ニ至 リテZumstein氏

ニ ヨ リテ 家 鴨胎 兒 ニ於 テ,複 成 模 型 ニ ヨ リテ 氣 管 分 枝 ノ発 生 ニ就 キ テ ノ業 績 ヲ発 表 セ ラレ タ リ.更 ニ1902

年Moser氏 ノ同 様 ノ研 究 ア レ ドモ前 者 ノ精 密 ナ ル記 述 ニ比 ス レ バ 稍 々粗 雑 バ感 ヲ免 レズ. 1911年 ニRosler

氏 ハ 鳥類 中,雀,な けベ り(禽),鶏,家 鴨,窟 鳥, Spyrschwalbeニ 就 キテ 肺 原基 ノ早 期 発生 状 態 ヲ研 究 シ,

彼 等 鳥類 ニ於 テ ハ有 對 的 ニSchlunddnsmノ 側 壁 ヨ リ膨 出 ト シテ発 生 ス ル コ トヲ唱 導 シ タ リ.同 年Schulze

氏 ハ獨 特 ノ金 屬及 ピ 「ツエ ロイ ヂ ン」注 入 ノ方法 ニ ヨ リテ ノ研 究 ア リ.更 ニ翌1912年 ニ至 リテJuillet氏 ハ

鳥 類肺 臓 ハ解 剖,胎 生,組 織,比 較 解 剖 學 的 範 圍 ヲ 包 括 ス ル 廣 汎 ナ ル論 文 ヲ発 表 シ,殊 ニ其 ノ中 ニ於 テSchulze

氏 ニ ヨ リ発見 セ ラ レタ ル 囘歸 氣 管分 枝 ニ 就 キ テ ノ記 載 ハ 最 モ著 明 ナ ルモ ノナ リ.彼 モ 亦 金 屬 注 入 方 法 ニ依

レ リ. 1914年 ニMantel氏 ハ 孵 卵5日-8日 ノ3箇 ノ鶏 胎 兒 ノ連 續 切 片 竝 ニ2箇 ノ複 成 模 型 ニ ヨ リテ ノ檢 索

ア リ. 1916年 ニハLocky, Larsell兩 氏 ニ ヨ リ鶏 胎 ニ於 ケ ル觀 察 ヲ基 調 卜シ タ ル鳥 類 肺 臟 ノ胎生 學 卜題 シテ

Hochstetter氏 ノ用 ヒ タ ルClove oilノ 代 リニ濃 厚Ceder oilヲ 用 ヒテ ノ檢 索 ア リ.即 チ 肺 臟 ノ状 態 殊 ニ

Luftsnckノ 状 態 ヲ緊 張 状 況 ニ觀 察 セ ン 卜シテ 種 々 ノモ ノ,例 ヘ バ室 氣,「 ツエ ロイ ヂ ン」, Woodmeta1,油 類 等

ノ注 入 ノ攻 究 セ ヲ レ タル所 以 ナ リ.而 シテ我 ガ教 室 ニ於 テ モ1928年, 1929年 谷 氏 ニ ヨ リ人 胎 兒 竝 哺 乳 類 特

ニ豚 胎 兒 ニ於 ケル 該 原 基 ノ研 究 発 表 ア リ.之 ヨ リ先1919年 敷 波 教 授 ハ鳥 類 中 ノTruthan(七 面 鳥), Lanius
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2074 村 山 高,藥 師寺忠志

supercileorsus(ア カモズ), Waohtel(ウ ヅラ), Cyaropica cyanus(オ ナ ガ), Neuntoter(モ ズ), Nyctioorax

 nyctiorax(ゴ イ サギ), Nachtigal(ウ グ ヒス)ニ 就キテ其 ノ早期発生状態,特 ニ其ノ有對的ニ発生スルコトヲ

證シ1911年 ノRosler氏 ノ結果ヲ之等諸鳥ニ就キテ確定シタリ.

茲 ニ於 テ余等 ハ鳥類 中特 ニ家鳩 ニ於 ケル該原基 ノ早 期発 生状態 テ上述Rosler氏 竝 ニ敷波教

授 ニ ヨ リテ研究 セラ レタル諸鳥 ト比較研 究 スル ト共 ニ,其 ノ氣管 分枝 ヲナス經過 ニ就 キテ更 ニ

鳥類特有 ノLuftsackノ 形成 ニ資 スル,状況 ニ就 キテ研究 ニ志 シ些 カ所 期 スル結果 ニ到達 シタル

ラ以 テ此處 ニ詳述 セ ン トス.更 ニ余等 ノ1人 藥師寺 ハ宗族翼 生史學 的 ニ兩棲 類 ノ該原基 ノ研 究

中 ニ シテ近 ク稿 テ改 メテ鳥類 ニ於 ケル ソレ ト比較觀察 シ発 表 セン トス.

2.材 料 及 ヒ檢 索 方 法

本研究ニ當 リテ必要 ナル発育階程 ニアル家鳩胎兒30箇 ノ連續切片ヲ用ヒタリ.之 等ハ連績切片ハ當胎生

學研究室様式ニ從ヒ,採 取セル材料ハ直ニZenker氏 液 ニテ固定シ,大 部分Boraxkarminニ テStuckfarbung

ヲナ シ所定 ノ方法 ヲ經テ,「パラヒイン」ニ包埋 シ,之 ヲ10μ 切片ニ作製セリ.以 上ノ如クニシテ作製シタル

連續切片ニヨリテ肺臟原基ノ発生ヲ顯鏡觀察ヲナシ,旁 ラ共 ノ発生状態ヲ一層如實 ニ表現 シ,確定的實證ヲ

試 ミルタメ更 ニ複成模型ヲ作成セ リ.複 成模型ハ必要ナル部分ヲEdinger氏 描寫器ニテ100倍 又ハ50倍 ニ

擴大シテ之ヲ1mm又 ハ0.5mmハ 腦板ニ複寫 シ之ヲ積疊 シテ作レリ.同 様ニ義布斯注入ニヨル義布斯模型

ヲモ作成セリ.共 バ標準規定ハ敷波教授 ノKreuzrichtzeichen-Appnrantハ 便 ヲ借 レリ.

檢索 ニ用 ヒタル家鳩材料及ビ模型ヲ表示スレバ次ノ如 シ.

3.家 鳩 各胎 兒 ニ於 ケル 肺臟原 基 ハ觀 察

個々ノ階程ニ於ケル内臟諸原基ノ発生状況ハ余等ハ1人 村山ガ曩ニ発表セル家鳩ニ於ケル胃竝ニ膵臟原

基ノ発生ニ關スル論文ヲ參照セリ.
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肺臟原基ノ形態學的発生ニ就キテ 2075

第1階 程　 鳩胎記號23B長 徑5.0mm原 節(19-20)

外形,頭 部,膨 隆著明ナルモ何等屈曲ヲ示サズ.又 腹側ニ明カニ心塊 ノ膨出ヲ見ル.視 器 ニ於テハ眼胞 ハ

外側方ニ於テ外皮 ノ僅ナル肥厚 ヲ見得ル處アルモ尚ホ何等陷浸スル傾向ヲ示サズ.外 皮 ノ肥厚ヲ以テ始マ

レル聴板ハ陷浸シテ深廣ナル聴窩ヲ形成セ リ.腮 嚢モ第3迄 完成シ,第4ハ モノ未ダ明カナラズ.腮 腸ハ強

ク背腹兩側ヨリ壓平セラレタル不正菱形ニシテ尾方ニ至ルニ從ヒテ左右兩側ヨリ壓セラレ兩側角ヲ漸次失

ヒテ長方形ヲ呈ス.腸 管ヲ更ニ尾方ニ辿ルニ未ダ何等呼吸器原基 ハ母地 卜モ認ムべキモノナ久 僅ニ將來肝

原基ヲ生ズペキ腸管腹側ニ於 ケル細胞群 ハ増殖肥厚ヲ見ルノミ.背部膵臟原基モ亦未ダ何等其ノ兆 ヲ見ズ.

第2階 程　 鳩胎記號23A長 徑6.0mm原 節(25)模 型1

外形殆 ド垂直ニテ稍々背屈曲ヲ認ムルノミ.前 頭部及ビ心原基ノ膨隆著明ニシテ羊膜上ニハ羊膜血管分

布シ,視器ニ於テ水晶體板ハ陷浸シテ水晶體窩ヲ作ル.聴 器 ニ於テハ聴板ハ既ニ深廣ナル聴窩ニ變ジー部ハ

既ニ聴胞 ヲ形成セリ.第3腮 嚢ハ既ニ完成シ各々外胚葉 ニ接スルモ第4ノ モノハ稍々発達セルノミ.前腸中

腮腸ノ尾方ハ前階程ニ見 タル如 ク同ジク不正菱形ヲ呈シ4箇 ノ角度中頭方ニテハ背側角稍々鋭角ヲ示セド

モ尾方ニ至ルニ從ヒテ漸次腹側角 ノ方鏡角ヲ呈シ,腹 側角及ビ之ニ連續セル兩側壁 ノ細胞ハ増殖肥厚 シ圓

桂状多層ニシテ内胚葉 ハ周圍 ノMesenchym中 へ膨出ス.心 塊 ノ背側170μ ノ距離 ノ間ニテ此現象著シ. 

Fig. 1.ニ 見ルガ如シ.之Heirs氏 ノ呼吸器発生ハ母地 ヲナスモノナ リ卜認ム.模 型ニ就キテ之 ヲ腹面ヨリ

見ルトキハ前兩側 ニ向ヒテ膨出セル部位ヲ認ム. Fig. 2.ニ 示スガ如 シ.腸 管ヲ尾方ニ辿ルニ未ダ胃原基 ト

認ムペキ紡錘状 ハ擴大ハ認ムル能ハザルモ更ニ其 ノ尾方腹側ニ於テハ肝原基塊状 トシテ表ハレ尚ホ頭方尾

方ハ區別 シ難シ.背 部膵臟原基モ僅ニ腸管背側ニ於テ肥厚増殖ヲ認メ得.

Fig. 1.
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2076 村 山 高,藥 師寺忠志

(B)

(A)

Fig. 2.

第3階 程　 鳩胎記號42A長 徑6.0mm原 節26模 型2

外形ハ挿圖ノ如ク垂直ニシテ羊膜血管兩側ニ樹枝状 ヲ呈 シ,頭 部ニ於 ケル3腦 屈曲ヨぞ認メラル.腮 弓ハ

4箇 完成ス.視 器ハ水晶體窩,水 晶體嚢ヲ作

ル.聴 器ハ聴胞 ヲ形成シツツアリ.腮 腸,前

腸初部ハ背腹兩側ヨリ壓平セラレタル觀 ヲ呈

シ,心 塊ノ膨隆亦著 シクS字 状ニ彎曲ス.第

4腮 弓原基ノ尾方180μ ヨ リ140μ ノ距離ニ於

テ腹側角ハ背側角ニ比ン著 シク鋭角ヲ呈 シ,

腹 側角及ビ之ニ連績セル兩側壁 ノ細胞ノ増殖

肥厚Fig. 3.ニ 見 ルガ如ク前階程ニ於ケルヨ

リモー層著明ナリ.前 腸兩側ニ於ケル膨出 卜

ンテ此階程ニ於テハ呼吸器原基ヲ明カニ認メ

得 ルモノナリ.模型ニ就キテ見 レFig. 4.ノ

如 ク其ノ呼吸 器原基 ノ膨出状態一層著明ナ

リ.實測スレバ腸管腹側左右兩側約8.0mmノ

距 離ニ於テ最厚高4.0mmノ 膨隆 ヲ算ス.此

時期ニ於ケル肝原基ハ既ニ頭方,尾 方肝原基

ヲ區分 シ得ルハミナラズ背膵原基モ亦既ニ腸

管背側ニ屋根状ニ認 メラル. Fig. 3.
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肺臓原基ノ形態學的発生ニ就キテ 2077

(B)

Fig. 4. (A)

第4階 程　 鳩胎記號45A長 徑5.8mm原 節35模 型3

外形ハ挿圖ノ如ク項,頂 屈折著 シク頭部ハ僅ニ大サヲ増シMesencepbulonノ 膨 隆著明ニシテ胴部 ニ對シ

テ直角ニ屈曲シ前肢ハ扁平ナル膨隆.後 肢ハ僅 ニ共 ノ存在ヲ示ス,前 階程ニ於テ明カニ前腸腹側 ノ兩側ヨリ

膨出トシテ認メタル呼吸器原基 ヲ見ルニ,前 腸初部ハ切蔵方向ニモ依 レドモ左右兩側ヨ リ壓セラレタル橢

圓状ノ内腔 ヲ示 シ尾方ニ至ルニ從ヒテ頂角 ヲ背側ニ底邊 ヲ腹側ニ向ケタル正三角形ヲ呈スルニ至ル.更 ニ

漸次尾方ニ至ルニ從ヒテ兩側角肥厚 シ途ニ左右ニ,右 ハ80μ.左 ハ60μ ノ距離ニ於テ腸管ヨリ分離スルヲ

見ル.模 型ニ就キテ見ルニFig. 5.ニ 見 ル如ク左右ハ兩肺原基ノ前腸 ヨリノ脱腸標膨出明瞭ナリ.肺 原基ノ

基部腸管腹側ニ於テ稍々膨出ヲ見ルハ將來氣管 タルベキ母地ナリ.實 測スレバ右肺原基ハ長軸部 ニ於テ其

ノ基部ヨリ其ノ尖端マデ15mm左 肺原基ハ13mmヲ 算 ス.

此階程於テハ初メテ胃原基ヲ前腸 ハ紡錘状擴大 卜シテ認ムルハ外,腹 部膵臓原基ヲ腸管腹側ハ左右兩側

ニ憩室様膨出 卜シテ認 ムルヲ得.又 前階程ニ初 メテ生 ジタル背部膵臓原基ハ腸管背側 ニテ下向溝状膨隆 卜

シテ表ハル.

(C)

(A) (B)

Fig. 5.
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2078 村 山 高,薬 師寺忠志

第5階 程 鳩胎記脇44B.項 臀 徑6.0mm模 型4

外形ハ頭部 ノ胴部ニ對スル屈曲直角 ニ近キ鈍角ヲ示シ,尾 端稍々内上方ニ向ク外全 ク前階程ニ於ケル 卜

同様ナ リ.前 肢後肢 ノ現出状態モ同程度ナ リ.視器ニ於テ水晶體ハ完全ニ上皮 ヨリ分離ス.水 晶體繊維稍々

発達ス.眼盃亦完成セリ.聰器ニ於テハ既ニ卵圓形 ノ聴胞ヲ完成セリ.前腸初部ヲ見ルニ前階程ニ於ケルヨリ

一層左右兩側ヨリ壓平セラレ背方ハ消化管,腹 方ハ呼吸器管ヲ分離スルニ至ル.呼 吸管器 ヲ分離セル尾方ニ

氣管原基ヲ認メ,更 ニ尾方ニ至ルニ從 ヒテ後尾方ニ向ヘル前階程ヨリー層延長セル左右ノ兩肺原基 ヲ見ル.

模 型ニ就キテ見 ルニ兩肺原基ハ氣管分岐部ヨリ右ハ18mm,左 ハ16mmノ 距離ニ於テ後尾方ヘ延長 シ,其

ノ中央背側ニ於テ乳頭蕾状膨出ヲ認ム. Ent. I. (Entobronchi)ノ 初兆ナリ.

他 ノ内臟諸器 ハ発育概況モ亦前階程 卜相似ニシテ胃原基ノ紡錘状擴大一層著シク肝細胞発育又明カニ初

メテ前階程ニ現ハレタル兩腹部膵臟原基モ一層膨出状態著明 卜ナリ殊 ニ背部膵臟原基ニ於テハ原始開孔,

腺増殖明力卜ナレリ.

(C)

(A)

(B)
Fig. 6.
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肺臟原基ノ形態學的発生ニ就キテ 2079

第6階 程　 鳩胎記號11A項 一臀徑6.0mm模 型5

此階程ニ於テハ一層頭部ノ発育 シク中腦,半 球,泡 状ニ膨出シ前者殊 ニ甚ダシ.額 部ハ腹部ニ接セント

スル迄項,背 屈曲甚ダシ.兩 肢又扁平ナル小隆起 トシテ體側壁ニ認 メラル.呼 吸管 ヲ見ルニ前階程ニ於テ僅

ニ其ノ存在ヲ認メタル氣管原基ハ此階程ニ於テハ完全ニ獨立セル部位ヲ形成シ,兩 肺原基モ左右ニ分 レ後

尾方へ一層延長セルヲ見ル.之 ヲ模型ニ就キテ見ルニFig. 7.ニ 見 ルガ如 ク呼吸管.腸 管ノ前方ニ分離シテ

3リ 更ニ左右ノ肺原基ニ分岐スル迄所謂氣管原基ハ16mmヲ 算 シ,更 ニソレヨリ後尾方ヘノ兩氣管枝幹ハ

左右何 レモ2段 ノ階段状畠延長シ右約80mm,左 約70mmノ 長 サヲ有 シ,右 ハ約50mm.左 ハ約40mmノ

背 側Ent. 1.ヲ 見,更 ニ後尾方ニEnt. 2.ノ 初兆 ヲ見得.更 ニ其 ノ末端部ハ將來Abdnminul Sackヲ 発生ス

べキ處ナ リ.前腸中,胃 原基ハ肝原基著シク膨大スルタメニ後方ニ向ヒテ擴張廻轉 シ中央 ヨリ完全ニ左側ニ

移位スルニ至レリ.脾 臟原基モ亦胃原基 ノ背下側ニ頭端ハ尾端ヨリ稍々尖状ヲ呈 スル塊状 トシテ表ハル 背

部膵臟原基モ亦既ニ腺嚢化シ左右ノ腹部膵臟原基モ相接近シ各々開ロバ肝管 ノ1ツ ト共ニ腸管へ注グニ至

レリ.

(C)

(A)

(B)

Fig. 7.

第7階 程 鳩胎記號引A項 一臀徑6.5mm模 型6

挿圖ニ見ルガ如ク中腦及ビ半環全ク泡状ニ膨出シ殊ニ前者甚 ダシク項頂背屈曲 ノ外ニ坐部位モ屈曲甚ダ

シク頭部ハ尾端ニ接スル迄屈曲セ リ.前 肢ハ肘關節ニ於テ屈曲シタル膨隆物 トシテ表ハレ後肢モ亦同様 ノ
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2080 村 山 高,薬 師寺忠志

膨 隆 ヲ體 側 ニ於 テ 示 ス,呼 吸 管 ヲ見 ル ニ既 ニ完 全 ナ ル氣 管 ヲ形 成 シ 左 右 ニ分 レ ダル兩 氣 管 枝 幹 ハ延 長 シ其

ノ中 間 部 ニ 於 テ分 枝 ヲ出 シ顯 鏡 的 ニハ 甚 ダ判 別 シ難 キ モ 模 型 ニ就 キ テ見 レバ一 目瞭 然 ダル分 枝 朕 態 ヲ 見得

タ リ.印 チ腸 管 ヨ リ分 離 シテ 左 右 ノ兩 氣 管 枝 幹 ノ分 岐 スル處 迄,約50mmヲ 算 シ,ソ レ ヨ リ右 ハ約125mm,

左 ハ 約128mm延 長 セ リ.左 右 其 ノ分 岐 部 ヨ リ各40mmノ 距 離 ニテ背 壁 ヨ リ乳 頭 賦 ノEnt.1.ヲ 頭 方 ニ液 出

ス.高 サ 左 右 何 レ モ約18mmヲ 算 ス.同 ジ ク背 壁 ニ於 テ3mm尾 方 ニEnt. 2.之 亦 乳 頭 状 ニ頭 方 ニ突 出 セ ル

ヲ見 ル.之 ハ 左 右 何 レモ約Ent. 1.ヨ リ半 分 ノ高 サ ヲ有 シ何 レモ氣 管 枝 幹 トハ 細 キ莖 部 ヲ以 テ 連 絡 ス.ソ

レヨ リ尾 方 ニ相 接 シテ 内 方 ニ向 ヒ テ2箇 ノEnt. 3及 ビ4ノ 膨 出 セ ル ヲ見 ル.但 シEnt. 4.ハ 僅 ナ ル膨 出

状 態 ナ リ.其 ノ附 近 氣 管 枝 幹 中 最 モ幅 廣 ク ナ レル處 ニ シテ 背 面 ニ ハ 僅 ノ凸 凹 ヲ見 得.之Ectbronchi及 ピ

Laterobronchiナ ラ ンモ未 ダ 何 レナ ル ヤ 不 明 ナ リ.ソ レ ヨ リ尾 方 漸 次 細 少 ニナ レル 所 謂Posteriorナ リ.其

ノ尖 端 僅 ニ膨 大 ス ルハAbdominal Sackヲ 発 生 ス べ キ部 位 ナ リ.此 時 期 ニ膝 テ 胃 原 基 ハ全 ク左 側 ニ變 位 シ1

2部 位 ニ分 レ前 胃 ハ 筋 胃 ノ上 部 ニ紡 錘 状 擴 大 ヲ以 テ 表 ハ ル ルニ 至 レ リ.膵 臟 原 基 ヲ見 ル ニ左腹 部 膵 臟 原 基 ハ

途 ニ扇 状 ノ腺 嚢 状 ヲ呈 スル ニ至 レル 背 部 膵 臟 原 基 ニ僅 ニ接 ス ル ニ至 レ リ.肝 原 基 モ 肝 細胞 ノ発 育 著 シク膵

臟 又 著 シ ク大 サ ヲ増 セル ヲ見 ル.

(B)

(A)
Fig. 8.

第8階 程 鳩胎記號18A頂 臀徑8.5mm模 型7

頭 部特 ニ半球ハ著シク大サヲ増セ ドモ其ノ膨隆ハ稍々中腦 ノソレヨリ小サク,頸 部ハ獨立シ上嘴モ稍々

形成セラルルニ至 レリ.兩 肢ハ既ニ肢状化セ リ.呼吸管ヲ見ルニ氣管枝幹 ノ発育概況ハ前階程ト相似 ニシテ

分枝状況ニ於テ可ナリ発達セルヲ見ル.印 チ模型ニ就キテ見ルニEnt. 1. Ent. 2.ノ 発生状況前階程ト同標ナ

レドEnt. 3.ニ 至 リテハ著 シク其ノ形状ヲ増シ專ラ内方へ突出シ尖端ハ尾端 へ向フニ至 リ. Ent. 4.又 直後
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梶 方 ニテEnt. 3.卜 並行ニ内方ヘノ突出明カニナレリ.其 ノ部位ニ於ケル幅廣キ氣管枝幹 ノ背面ニ於テ2ツ

ノ蕾状隆起ヲ認ム.外 側方ニアルモノ大ニシテEct. 1.ノ 初兆ニテ内方 ノモノハEut. 2.ナ リ. Ect. 2.ヨ リ尾

方 ニテ更ニEot. 3.ノ初 兆ナルー小隆起ヲ見ル.之 ト反對ノ側壁ニテLat. B.ノ 初兆ヲ見ル.カ クノ如クニシ

テノ分枝状況漸次複雜 トナレリ.胃 原基ニ於テハ前,筋 胃ノ分明カニシテ何 レモ體中軸 ヨリ左側 ニ偏位スル

ト共ニ十二指腸部位 ノ延長憂位及 ビ肝臟擴大セルタメ筋胃ハ下向シタル感ア リ.脾 臟又塊状 ヲ呈 シテ背部

膵臟,背 側,筋 胃 ノ右側ニ近接 シテ存セリ.背 部膵臟モ盆々形ヲ増 シ,大 ナル扇状ヲ呈スル ト共ニ左右ノ腹

部膵臟モ腺嚢化シ右腹膵 ト背膵 トノ結合前階程ヨリー層密ナリ.左 腹膵モ亦腸管 ノ變位迂曲 卜共 ニ右腹膵

ニ無付クニ至レリ.

CB)

Fig. 9. (A)

第9階 程　 鳩 胎 記 號7A頂 一 臀 徑11.0mm模 型8

中 腦,半 球 ノ膨 出 著 明.頸 部 モ 濁 立 シ兩 嘴 殊 ニ 上嘴 ノ形 成 明 カニ 上 下 肢 又明 瞭 ニ肢 状 化 シ尾 端 ハ 内 方 ニ 向

フ.親 器 ヲ見 ル ニ眼 盃 ハ 非 常 ニ 発 育 シ水 晶體 繊 維 父 ヨ ク発達 シ既 ニ水 晶 體 中 ニ何 等Lumenヲ 残 サ ズ.呼 吸

管 ノ状 況 ヲ見 ル ニ長 キ 氣 管 ヲ經 テ,左 右 ノ氣管 枝 幹 ニ 分 岐 ス.此 時 期 ニ於 テ ハ 既 ニ分 岐 セ ル分 枝 増 大,更 ニ

分 岐 ヲナ ス ト共 ニ新 ニ氣 管枝 幹 ヨ リ分 離 ス ル モ ノ ア リテ 氣 管 分 枝,状 況 ハ甚 ダ複 雜 トナ レ リ.之 ヲ模 型 ニ

ツキテ 記 述 ス レバ

Entobroncbi:-

Ent. 1.細 キ莖 部 ヲ以 テ 氣 管 枝 幹 ノ背 面 ヨ リ出 デ背 方 へ延 ビ内 側 方 ニ 向 ヒ テ 擴 大 シ ツ ツ3分 枝 ヲ出 セ リ

1ヅ ハKranialer Astニ シテ其 ノ尖 端 ハCervicaler Luft Sackノ 初 生 ナ リ.又1ツ ハ 前 側 方 へ 向 ヒテ 横 走

ス ルTraneversaler Astニ シテ 後 來interclavicularer Luft Sackノ 側 方 ヲ作 ル べ キ モ ノナ リ.他 ノ1ツ ハ

. Mediale Astニ シテ 第2枝 ト反 對 ニ内 方 へ横 走 セ リ.

Ent.2. Ent. 1.ヨ リ稍 々尾 方 ニテ 背 側 方 ニ出 デ前 側 方 へ走 ルAutera-lat . Astト 後 背 方 へ延 長 擴 大 ス ル

Dor8aler Astニ 分 レル.
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Fnt. 3. Ent. 1. Eut. 2.ヨ リ内 方 ニテ 起 レルEnt. 3.ハ 背 方 ニ擴 大 シ氣 管 岐幹 ノ内方 ニ 沿 ヒ テ 背 尾 方 ヘ

延 長 シ其 ノ途 ニ於 テ 頭 方 及 ビ腹 方 ニ 向 ヒテ分 葉 ス. Kranialer Ast及 ビVentraler Astナ リ.

Ent. 4.前 階 程 ニ於 テ ハ 両 ホ内 方 ニ向 ヒテ ノ膨 出 ナ リシEnt. 4.ハ 此 階 程 ニ於 テ ハEnt. 3.ト 相 並行 シ テ

專 ラ尾 方 へ延 長 ス ル ニ至 レ リ.

(C)

Fig. 10. (A)

更 ニ 前 階 程 ニ於 テ僅 ニ蕾 状

膨 隆 ナ リ シEctbronchiヲ 見

ル ニ急 激 ニ形 ヲ増 シ, Ect. 1.

ハ頭 方 ニ向 ヒテ後 專 ラ背 方 へ

延 長 シ 其 ノ尾 方 ニテEct. 2.

稍 々 形 小 ナ レ ドモ殆 ド同 標 ニ

延 長 シ更 ニEct. 3, Ect. 4.其

ノ尾 内 方 ニ於 テ 蕾 状 膨 隆 ヲ示

ス ニ至 レ リ.更 ニ又 前 階 程 ニ

於 テ 初 兆 ヲ見 タル前 側 壁 ニ 於

ケ ルLaterobroncbiハ3箇 ノ

膨 出 ト シテ 認 メ ラ ル ル ニ至 リ

中 央 ノモ ノ最 モ大 ナ リ. Lat. 1

 2, 3ナ リ.氣 管枝 幹 ハ漸 次 尖

端 ニ 向 ヒ テ 細 小 トナ リ後 上 方

ヨ リ彎 曲 シ ツ ツ前 下 方 へ延 長

セ リ.
Fig. 10. (B)
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第10階 程　 鳩 胎 記 號6A頂 臀 徑12.5mm模 型9

外 形 ハ 挿 圖 ノ如 ク半 球,中 腦 ノ膨 隆 ハ 殆 ド相 等 シ グ頸 部 ハ ー層 長 ク獨 立 ノ部 位 ヲ形 成 シ上 下 嘴 ハ ヨ ク発 育

シ眼 球 隆 起 ハ 眼 瞼邊 縁 ヲ廻 リ耳 部 ニハ多 ク ノ耳 隆 起 ア リ.前 肢 ハ既 ニ指 線 ヲ示 シ後 肢 ハ 未 ダ 蹠 線 ヲ示 サ ズ.

視 器 ニ於 デ ハ 總 べテ ノ要 素 ヲ供 フ ル ニ至 リ水 晶體 繊 維 モ完 全 ニ発 育 シテ 水 晶體 卜角 膜 ノ間 ニ後 來 前 房 ヲ形

成 ス べキ 室隙 ヲ生 ズ ル ニ至 レ リ.此 時期 ニ於 ケ ル 氣 管枝 分 枝 状 態 ハ 前 階 程 ニ於 ケ ル ヨ リー 層 複 雜 ヲ極 ム ル

ニ至 り,模 型 ニ 就 キ テ外 方 ヨ リー 見 ス レバ 葡萄 粒 状 ニ 発 達 セ ル各 小分 枝 ハ 何 レ ノ分 枝 ヨ リ來 ル カ不 明 ナ レ

ド モ前 階 程 ト相 比較 シテ觀 察 セ リ. Ent. 1.ニ 於 ケ ル3分 枝 何 レモ著 シ ク犬 ニナ リ殊 ニ内 方 ニ横 走 セ ル 内 方

枝 ハEnt. 2.ヨ リ之 亦 著 シク発 育 セ ル後 背 方 枝 ト相 接 ウテ 氣 管 枝 幹 ニ平 行 シテ 專 ラ尾 方 ニ発 育 セ リ. Ent. 3.

ニ於 テ ハ 頭方 及 ビ腹 方 へ 向 フ各 分 枝 各 々其 ノ方 向 へ著 シ ク発 育 セ ル ノ外 某 主幹 ハ 前 階 程 ニ於 ケ ル約3倍 ニ

増 大 シ内尾 方 へ 向 ヒ,其 ノ途 中Ent. 2.後 背 方枝 トノ間 ニ1小 分 枝 ヲ介 在 セ シム ル ニ至 レ リ. Ent. 3.ノ 頭 方

枝 ハ將 來interclavicularer Luftsnckノ 内方 ラ形 成 ス べ キ モ ノ腹 方 枝 ハAnterior intermedinter Luftsackノ

中 へ発 達 ス べ キ モ ノナ リ. Ent. 4.ノ 主 幹 ハEnt. 3.ニ 平 行 ニ其 ノ側 方 ニ接 シ テ專 ラ後尾 方 へ発 育 シ其 ノ基 礎

部 子於 テ側 方 へ鎌 状 小 分 枝 ヲ出 セ ル ヲ見 ル. Campana氏 ハ 鶏 ニ於 テEnt. 5.ナ リ ト誤 記 セ ル モ ノ ナ リ.本 階

程 ニ於 テ ハEctobronchiハ 又 著 シク急 激 ニ発 育 セ ル タメ他 ニ新 シキ分 枝 ヲ出 セ ル如 キ觀 ヲ呈 ス.前 階 程 ニ於

テ 尖 端背 方 ニ向 ヒテ 発 達 セ ルEct. 1.ノ 尖 端 ニ テ2葉 ニ分 ル ル ニ至 レ リ. Ect. 2.モ 亦 著 シク後 尾 方 へ発 育 シ

(B)

(A) Fig. 11.
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頭 方 ハEct. 1.,尾 方Ect. 3.ニ 相 接 シ背 方 凸凹 ニ分 葉 ノ兆 ヲ示 ス. Ect. 3.モ 其 尾 方 ニ接 シテ 発育 セ リ. Ect. 4. 

Ect. 5, Ect. 6., Ect. 7.ト 漸 次 小 トナ リツ ツモ 明 カ ニ共 ノ存 在 ヲ示 ス ニ至 レ リ, Laterobronchiモ 何 レ モ前 階

程ヨリ増大セルモノ右6,左4箇 ヲ認ム.

氣管枝幹 ノ中央部ハ著シク膨大シ上記 ノ如 ク種々多數 ノ分枝ヲ出シ複雜ヲ呈スルモ後部位ニ至 レバ.急

ニ細小 トナリ後尾方ヨリ前上方ニ彎曲シ更ニ尾方 へ走ルs状 ニ屈曲セリ.此 時期ニ於テ筋胃ハ卵圓形ヲ呈

シ,右腹膵ハ完全ニ背部膵臟原基 ト結合シ腸管トノ連絡ハ膵管ニテ區別シ得ルノミ.左 腹膵モ又右腹膵ニ近

ヅキー端僅ニ接 スルノ状ヲ呈ス.同 時ニ腸管變位迂曲 ノタメ之等膵臟原基ハ全ク十二指腸環 ノ間ニ介在ス

ルノ觀ヲ呈セ リ.

4.考 察 及 ビ 總 括

抑 々肺臟 ハ胎 生學的 ニ内胚棄及 ビ中胚葉 ヨ リ形成 セ ラル ルモ ノナル コ ト明 カニ シテ形態 學的

研 究 テ目的 トナセル余等 ハ主 トシテ内胚葉 ヨ リノ発生状態 ニ就 キテノ ミ詳 論 セ リ.而 シテ其 ノ

最 初 ノ発生機轉 ニ當 リテ ハ谷氏 ノ唱 ヘラルル ガ如 ク烏類特 ニ家鳩胎 兒 ニ於 テモ又 氣管及 ビ肺 ノ

兩原 基 ノ區別嚴正 ニナ シ得ザル ガ故 ニ余等 モ亦呼吸器原基 ナル名稱 テ用 ヒタ リ.

而 シテ 鳥類肺 原基 ノ早期 ニ於 ケル 発生状態 ニ就 キテハ 既 ニBaer, Rathke, Reichert及 ビ

Bischoff, Seesel, Selenka, Weber, Buvignerノ 諸 氏主 卜シテ鶏 胎兒 ニ就 キテノ ミ有對的 ニ発

生 スル コ 卜ヲ唱 ヘタルニ反 シRemak, Giamelliノ 諸 氏 ハ最初無對的 ニ発生 ス ト云 ヘ リ.其 ノ後

Ros1er氏,敷 波敢授 ニ ヨリテ鶏 以外 ノ諸鳥 ニ就 キテ右對的 ニ発 生 スル コ トヲ確 定 セラ レタ リ.

又 肺原基 ノ発生状態竝 ニ場所 及 ビ時期 ニ就 キテハ各觀察 セル人 々ニ ヨ リテ箸 シキ相違 アル ヲ見

得 ル.殊 ニ其 ノ時期 ニ就 キテハ胎生學的発生 ニ當 リテ各胎兒個 々ニ於 テ差 異 アル ノミナ ラズ,

又 時期測定 方法 ニ於 テ モ差異 テ見ル ニヨル,余 等 モ亦深 ク此處 ニ意 ヲ用 ヒテ,各 胎 兒 ニ於 テ長

徑,外 形,原 節數,其 ノ他臟 器 ノ状況 ニ就 キテ各個 々 ノ記述 ヲ附 セ リ.余 等 ガ材料 トシテ用 ヒ

タル家鳩胎 兒 ニア リテハ初 メテ長徑6.0mm原 節 數24-26ノ 時 期 ニ於 テ第4腮 弓 ノ腹尾方 ニテ

内 胚 葉 ハ外腹壁 ノ兩 側 ニ僅 ナル膨出状 テ呈 ス.組 織 學 的 ニ ハ兩側壁 細胞 ハ増殖肥厚 シ,圓 柱状

多層 ナ リ.之 呼吸器原基 ノ初現 ニ シテ,敷 波数 授 ノ孵卵3日 目,長 徑7.0mmノ 七 面鳥胎 兒 ニ於

ケル状態 ト相 似 タ リ.長 徑5.8mm原 節35テ 有 スル胎 兒 ニア リテ ハ既 ニ生 ジタル呼吸器原 基ハ

左右 へ膨 出 スルニ至 リ,右 ハ左 ニ比 シ些 力大 ナ リ.此 時期 ニ於 テハ漸 ク將來 氣管原基 タルべキ

部位 テ肺 原基 ヨ リ區別 シ得ル ニ至 レ リ.敷 波数授 ガ七面鳥 其 ノ他6種 ノ鳥類 ニ於 テ其 ノ多數 ハ

左右不同 ニ シテ右側 ノモノ左側 原基 ヨ リ発育大 ナル ヲ見タル ガ如 ク余等 モ亦家鳩胎 兒 ニ於 テ一

般 ニ右側 ノ方左側 ヨ リ発 育大ナル テ見 レ ドモ例 ヘバNr. 48Bニ 於 ケル如 ク左側,右 側 ヨリ発

育甚 ダシキモ ノア リ.更 ニ項臀 徑6.0mmヲ 算 スル胎兒 ニ於 テハ左右 ヘ ノ肺原 基即 チ氣管枝幹 ハ

脱腸様 膨出 著 シク其 ノ中央部背面 ニ於 テ始 メテ乳頭蕾状 テ以 テ第1分 枝 テ出 スニ至 レリ.余 等

ハ之 テHuley氏 ノ名稱 法 ニ從 ヒテEntobronchi lト 呼 べ リ.肺 臟原基 ノ胎生學 的研究 ニ當 リ

182



肺臟原基ノ形態學的発生ニ就キテ 2085

テコノ主肺 管(氣 管枝幹)ハ 最 モ重視 スべ キモノニ シテ之 ヨ リ直接 分枝 スル状 態 ニ就 キテ余 等

ハ殊 ニ詳細觀察 セ リ.其 ノ分枝 スル モノニ對 シ人 ニヨ リ種 々名稱法 ア リ. 1847年Sappey氏 ハ

主ナル2種 ニ對 シテBronches diaphragmatiques及 ビBronches coatalesニ 分 チタ リ. 1875

年Campana氏 ハ第一次,二 次,三 次 ノ3種 ニ分 チタ リ. 1882年Huley氏 ハ中央氣管枝 幹

Mesobronchium, Sappey氏 ノBronches diaphragmstiques及 ビBronches costalesニ 對 シ

テEntobronchia及 ビEctobronchiaノ 名 稱 テ用 ヒタ リ.其 ノ後Locy and Larsell氏 モ之 ニ從

ヘ リ.甚 グ簡明 ナル ニ ヨリ余等 モ亦之ニ微 ヘ リ.即 チEnto－ 及 ビEctobronchiニ 分 チテ氣管枝

幹 ヨリ分岐 スル分枝 ニ頭方 ヨ リ1, 2,… … ト序數 テ附 セ リ.更 ニ其 ノ外 ニLaterobronchiヲ 其

ノ出 ヅル部位 ニヨ リ命名 セ リ.同 ジク項臀徑6.0mmヲ 有 スル胎兒 ナ レ ドNr. 11Aニ ァ リテハ

氣管 ハ既 ニ完全 ニ獨 立 セル部位 ヲ形成 シ左 右 ノ兩氣管枝 幹ハ何 レモ著 シク延長 シEnt. 1.ノ 外

ニ其 ノ後尾方 ニ於 テEnt. 2.ノ 初兆 ヲ乳 頭蕾状 卜シテ認 メ得 ルニ至 レリ.更 ニ項 臀徑6.5mmヲ

有 スル胎兒 ニ アリテ乳頭蕾状 トシテ発生 セルEnt. 1.及 ビEnt. 2.ハ 完 全 ナル分枝 トシテ増殖

シ,更 ニ其 ノ内尾方 ニテEnt. 3.及tビEnt. 4.ヲ 発 生 スル ニ至 リ同時 ニ其 ノ部位附 近即 チ氣管

分枝幹 ノ中央部ハ不正紡錘状 ニ擴大 スル ニ至 リ表面僅 ナル凸 凹 テ示 スニ至 レリ.此 部 ヨ リ次 ノ

時期即 チ項臀徑8.5mmヲ 算 スル胎 兒 ニア リテハEctobronchi 1, 2, 3及 ビLaterobronchiノ

初 兆 ヲ発生スルニ至 レリ.同 時 ニEnt. 3., 4.モ 非 常 ニ増殖 シテ何 レモ内側 ニ向 ヒテ発育 シ更

ニ尖端 ハ氣 管枝幹 ニ平行 シテ尾方 へ向 フニ至 レリ.更 ニ項臀徑11.0mmノ 胎 兒 ニア リテハ分枝

状態複維 トナ リ分枝 ヨ リ小分枝 テ出スニ至 レリ.帥 チEnt. 1.ヨ リ頭方,横 走,内 方 ノ3分 枝 テ,

 Ent. 2.ヨ リ前側方,後 背方 ノ2分 枝 ヲ, Ent. 3.ヨ リ頭 方,腹 方 ノ2分 枝 ヲ出 ス外
, Ent. 4.モ

亦 増殖著 シクEnt. 3.ト 平 行 シテ尾方 へ走 リEctobronchiニ 於 テ モ1, 2, 3, 4 Laterobranchi

モ1, 2, 3ノ 形状 明瞭 トナ レリ.而 シテ氣管分枝幹 ヨ リ最初 ニ分枝 セルEntobronchiニ 就 テハ

Locky and Larsell兩 氏 ハ鶏胎 ニ於 テ4箇 発生 スル コ 卜ヲ證 シ, Schulze氏 ハPelicanニ テ6

箇 ナル事 テ證 シ,家 鳩 ニ於 テハ前記 ノ如 ク4箇 発 生 スル コ トテ知 レリ.更 ニ項臀徑12.5mmノ

胎 兒ニァ リテハー層其 ノ分枝状態複雜 テ極 ムル ニ至 レ リ.即 チ各 分枝 自身増殖 セル ノ外 ソ レヨ

リノ各小分枝 モ亦著 シク発育 セルタ メナ リ. Ent. 1.ヨ リノ内分枝Ent. 2.ヨ リノ後背方枝特 ニ

著 シク発育 シテ氣管枝幹 ニ平行 シテ專 ラ尾方 へ発育 セ リ. Ent. 3.ノ 主幹 又著 シク発育 シEnt . 2

ノ後 背方枝 トノ間ニ1小 分枝 テ介在 シ更 ニ側 方ニEnt . 4.何 レモ相密着 シテ葡 萄房状 ニ発 育 セ

ル ヲ見 ル ニ至 レリ. Ectobronchiモ 亦 前階程 ニ於 クル 卜全 ク趣 ヲ異 ニスル迄 ニ発 育シ何 レモ増

殖発育 スルタ メ互 ニ相接 シ合 フニ至 レリ.殊 ニEct. 1, 2, 3, 4ノ 如 シ. Ect. 1.ノ 如 キハ其 ノ終

端2葉 ニ分 レタルテ見得 ル. Laterobronchiモ 亦何 レモ前階 程 ヨ リ増大 セルモ ノ右6箇
,左4

箇 テ認 メ得 以 上分 枝状 態 テ見ル ニ先 ヅ左 右 ノ兩氣管枝 幹 ニ分 岐 シタル後 ソ レ自身 ノ延 長 ヲ見

ル ノ旁 ラ其 ノ中央部位 ノ膨大 テ見,其 ノ部 ヨ リ最 初 ハ專 ラEntobronchiノ 発 生盛 ンニ行 ハ

レ後Ectobronchiノ 発 生起 リ又Laterobronchi発 生 シテ
,邊 ニ一般 ニ成 熟烏 類 ニ於 テハ專 ラ
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Entobronchiハ 肺 ノ腹 面 テ形成 スル ニ至 リソレヨリ出 デ シParabronchiハ 肺 ノ内方境 界 ヨ リ

背 面 ニ彎曲 シEctobronchiヨ リ來 ルParabronchiト ノ間 ニ連 絡 テ作 リ特色 アル氣管 循環 ヲ作

ル ニ至ル モノナ リ.

鳥 類殊 ニ家鳩 ニ於 ケル肺臟原基 ノ発生状態 テ人類竝 ニ哺 乳類(殊 ニ豚類)ニ 於 ク ルソレニ比 ス

ル ニ早期 発生状態 ハ共通 ナル原則 ニヨ レル處 多 キモ漸 次発 生 ノ經 過 ニ從 ヒテ著 シキ相違 ナル ヲ

見ル.即 チ呼吸器原基 ハ前腸 ノ腹側 ヨ リ発生 シ始 メ,最 初 ハ所謂呼吸器原基 ニ シテ漸次Ventrale

 Ka nteハ 氣 管原 基 トナ リ,此Ventrale Kanteニ 連 接 セル前腸 ノ左 右兩側壁 ノ細 胞増殖肥 厚ハ

肺 原基 テ形成 シ,遂 ニ肺原基 ハ脱腸様膨 出 ヲ呈 スル ニ至ル.鳥 類特 ニ家鳩 ニ就 キテハ,人 類 及

ビ哺乳 類(豚)ニ 於 クル如 ク上記 ノ状 況 ニ最 初Symmetrisch, Dichotomischノ 状 ヲ呈 スル コ ト

ハ同標 ナ レド暫時 ニ シテ右肺 原基 ハ左側 ニ比 シテ発育著 シクAsymmetrisch, monopodischノ

状 ヲ呈 スル傾 向少 シ.從 ツテ人類 及 ビ哺乳 類 ニ見ルEparterialler Bronchuaハ 通 例其 ノ発 生 ヲ

見 ズ.肺 原基 ガ発育完成 スルニ至 ル間 ニ周 圍,臟 器 ノ発 育 ガ肺 臟 ノ形態 ニ種 々ナル影響 ヲ與 フ

ルベ キ事實 ハ鳥類 ニ於 テモ同標 ニシテ,而 モ氣管枝 ノ分岐 ニ於 テハ,特 ニ獨 自ノ状況 テ示 スモ

ノナ リ.即 チ他類 ニ見ザル鳥類特有 ノLuftsackノ 形 成 ニ資 スル コ トア レバ ナ リ.例 ヘバ第9

階 程 ニ於 テ既 ニ明瞭 トナ レル モノヲ列記 ス レバ次 ノ如 シ.

Entobronchi 1.

(1) Kranialer Ast•¨Cervicaler Luftsack.

(2) Transversaler Ast•¨Interclavicularer Luftsack. 

Entobronchi 3.

(1) Kranialer Ast•¨Interclavicularer Luftsack.

(2) Ventraler Ast•¨Ant. int. med. Luftsack. 

Ende d. Stammbronchus•¨Abdominaler Luftsack.

然 レ ドモLuftsack及 ビRecurrens　 bronchi及 ビParabronchi等 ノ状態詳細 檢索 スル ニ當

リテハ其 ノ緊張 裡ニ觀察 ヲ要 スルモ ノナル ヲ以テ先人諸氏 ハ或 ハ室氣,「 ツエロ イジン」,油 類

金屬ヲ注入スル方法ヲ以テ攻究 セル所ナ リ.余 等 ハ上記 ノ如 ク主 トシテ其 ノ胎生期ニ於ケル家

鳩ノ氣管分枝状態 ニ就 キテ記述 セリ.

5.結 論

前章考察及 ビ總括ニヨリ次 ノ結論 ヲ得.鳥 類殊ニ家鳩胎兒 ニ於ケル肺臟発生ニ於テハ

1.家 鳩ニ於テモ人類,哺 乳類(豚)及 ビ鳥類中Rosler氏 及 ビ敷波敢授 ニヨリ研究 セラレタ

ル諸鳥等 ト同様 ニ肺原基ハ有對的ニ発生ス.

2.呼 吸器原基 ハ原節24-26テ 有スル長徑6.0mmノ 胎兒ニ於テ,始 メテ第4腮 嚢 ノ尾方 ニ

テ前腸 ヨリ前兩側 へ有對的膨出 トシテ発生 スルヲ見タリ.
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3.肺 原基ハ原節35ヲ 有スル長徑5.8mmノ 胎兒ニ於 テ既ニ左右ニ脱腸様膨出 テ呈スル ト共

ニ,氣 管原 基 ヲ其 ノ頭方 ニ認識 シ得 ル ニ至 レリ.

4.氣 管 原基 ハ長徑6.0mmテ 有 ス ル胎兒 ニ於 テハ完 全 ニ獨 立 セル ノ ミナ ラズ,左 右兩氣管

枝 幹ニ分 レタル肺 原基 ハ各 々延長 シ其 ノ中央 部 ニ於 テ僅 ナル擴 張 ヲ見 ルノ ミナ ラズ初 メテノ分

枝 タルEntobronchi. 1.テ 其 ノ背面 ニ乳頭蕾状 ノ膨 出 ト テ認 メ得 ルニ至 レ リ.

5.頂 臀 徑6.5mmノ 胎 兒ニテハEnt. 1., 2.ノ 外 ニ其 ノ尾内方 ニテEnt. 3.及 ビ4.ヲ 発 生 ス

ル テ見 ル.家 鳩 ニ於 テハEntobronchiハ4箇 発生 ス.

6.頂 臀 徑8.5mmノ 胎 兒 ニテハEnt1., 2., 3., 4.何 レモ増殖 増大 セル ノ外 ニ, Ectobronchi

 1., 2., 3.及 ビLaterobronchiノ 初兆 ヲ見得ル ニ至 レリ.

7.頂 臀 徑11.0mmノ 胎 兒 ニ於 テハ分枝 ヨ リ小分枝 テ出 シ分枝 状態 複雜 ニナル ニ至 レリ.即

チEnt. 1.ヨ リ頭方,横 方,内 方 ノ3分 枝 テ, Ent. 2.ヨ リ前側方,後 背 方 ノ2分 枝 ヲ. Ent. 3.

ヨ リ頭方,腹 方 ノ2分 枝 ヲ出 ス外, Ent. 4.モ 亦 増大 シ, Ectobronchiモ1., 2., 3., 4. Latero

bronchi1., 2., 3.ノ 形 状 モ明 カニナ レリ.

8.頂 臀 徑12.5mmテ 有 スル胎兒 ニ於 テハ各分枝 小分枝 ノ著 シキ増殖 ノ結果,相 互 ニ接 着 シ

葡萄状 ヲ呈 スル ニ至 リ,殊 ニEnt. 1.ヨ リノ内方枝, Ent. 2.ヨ リノ後背方枝 ハ相接 シ尾 方 ヘノ

発育著 シ.其 ノ腹側 ニEnt. 3.更 ニ其 ノ側 方ニEnt. 4.何 レモ相接 シテ発 育 シ專 ラ肺 ノ腹面 テ

形成 スル ニ至 リ,同 時 ニEctobronchiモ 亦相 互 ニ接 スル迄 増大 シEct. 1.ノ 如 キハ尖端2ツ ニ

分葉 シLaterobronchiモ 右6,左4箇 テ認 メ得 ルニ至 レリ.

擱筆スルニ當 リ終始御指導 ト御校閲ノ勞ヲ賜ハ リシ恩師敷波教授ニ感謝 ノ意ヲ表ス.(6. 3. 5.受 稿)
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挿 圖 説 明

Fig. 1.鳩 胎23A(第2階 程)ノ 咽 頭 及 ピ呼 吸

器 原 基 部 位 ノ横 斷.約80倍

Fig. 2. (A)同 上 胎 ノ腸 管 模 型 前 面 觀.

(B)同 上胎 兒 ノ自然 大.

Fig. 3.鳩 胎42A(第3階 程)ノ 咽 頭 及 ビ呼 吸

器 原基 部 位 ノ横 斷.約80倍.

Fig. 4. (A)同 上 胎 ノ腸 管 模 型 前 面 觀.(100倍). 1/4

縮 少 寫 載.

(B)同 上 胎兒 ノ自 然 大.

Fig. 5. (A)鳩 胎45A(第4階 程)ノ 肺 原 基 前面 觀.

(100倍).

(B)同 上 ノ左 側 面 觀.(同 上)

(C)同 上 胎 ノ自 然 大.

Fig. 6. (A)鳩 胎44B(第5階 程)ノ 肺 原基 前 面觀.

(100倍).

(B)同 上 ノ左 側 面 觀.(同 上)

(C)同 上 胎 ノ自然 大.

Fig. 7. (A)鳩 胎11A(第6階 程)ノ 肺 原基 前 面觀

(100倍)1/4縮 少 寫 載.

(B)同 上 ノ左 側 面 觀.(同 上)昇 縮 少 寫 載

(C)同 上 胎 ノ自然 大.

Fig. 8. (A)鳩 胎41A(第7階 程)ノ 肺 原 基 ノ背 面

觀.(100倍)1/4縮 少 寫 載.

(B)同 上 胎 ノ自 然 大.

Fig. 9. (A)鳩 胎18A(第8階 程)ノ 肺 原基 ノ右 背

面 觀.(100倍). 1/4縮 少 寫 載.

(B)同 上 胎 ノ 自然 大.

Fig. 10. (A)鳩 胎7A(第9階 程)ノ 肺 原 基 ノ左 背

面 觀.(100倍). 1/4縮 少 寫 載.

(B)腹 面 觀.(100)倍.1/4縮 少 寫 載.

(C)同 上 胎 ノ自 然 大.

Fig. 11. (A)鳩 胎6A(第10階 程)ノ 肺 原 基 ノ腹 面

觀.(100倍). 1/4縮 少 寫 載.

(B)同 上 胎 ノ自然 大.

Verzeichnis der Abkurzungen.

A.=Aorta. Ab. S.=Abdominaler Luftsack. A. L. A.=Antero-lateraler Ast. D. A.= Dorsaler 

Ast. D. B.=Dorsobronebi. Ect.=Ectobroncbi. Ent.=Entobronebi. IV. K. T.= IV. 

Hiementasohe. Hr. A.=Kranialer Ast. Lb.=Leberanlage. L.=Lungenanlage (Die Anlage 

des Respirationsapparates). Lat.=Laterobronchi. M. A.=Medialer Ast. O.= Oesophagus. 

ST.=Stammbronchus. Tr.=Tracheaanlage. T. A.=Transversaler Ast. V. A.= Ventraler Ast. 

V. M.=Vormagen.
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Kurze Inhaltsangabe.

Zur Morphologie and Entwicklungsgeschichte der Lungenanlage

 bei Columba domestica.

Von

Takashi Murayama and Tadashi Yakushiji.

Aus dem embryologischen Laboratoriunz des Anatomischen Institutes der med.
 Universilat Ohayanza (Prof. Dr. J. Shikinami).

Eingegangen am 5. Marz, 1931.

Die Entwicklungsgeschichte der Lungenanlage bei Vogeln ist seit langem oft 

Gegenstand eingehender Untersuchungen gewesen. Trotzdem mussen wir zugeben, 

dass auch heute noch manche Fragen nicht endgultig geklart sind. Prof. Shikinami 

ubertrug uns deshalb die Aufgabe, die ersten and weiteren Entwicklungsstadien der 

Lungenanlage, besonders die Verastelungsprozesse der Stammbronchien bei Columba 

domestica zuverfolgen. Einerseits sollten wir untersuchen, welche von den in der 

Literatur verbreiteten Angaben uber die Vogel uberstimmt seien, andrerseits sollten wir 

nach Moglichkeit die Lucken ausfullen, welche unsere Kenntnisse in betreff der Lungen

entwicklung noch aufweisen.

Ale Material standen uns Haustaubenembryonen zur Verfugung. Das Material 

wurde grosstenteils mit Zenkerscher Losung fixiert. Zur Farbung wurde Boraxkarmin, 

zum Einbetten Paraffin gebraucllt; das Material wurde zum grossten Teil in quere 

Serien von 10ƒÊ Dicke geschnitten. Die Wachsplatten and Gipsmodelle wurden in 

100 father Vergrosserung hergestellt. Die Richtzeichen wurden mittels des Apparates 

nach Prof. J. Shikinami erfolgreich angebracht.

Als Resultat unserer Untersuchungen mochten wir folgendes hervorheben:

1) Wir finden auch bei der Haustaube, wie bei anderen Vogeln, dass die Lunge 

entdermaler Herkunft ist and paarig als eine Ausstulpung der ventralen Seitenwand des 

Vorderdarmkanals entsteht.

2) Der Mutterboden des Respirationsapparates entsteht erst ale eine charakteris

tische, umschriebene Wucherung des primitiven Epithels an der vorderen Kante Bowie 

an den anschliessenden Seitenwanden des ventralen Darmkanals am Embryo von 6 .0mm 

(Ursegment 24...26) grosster Lange.

3) Im Verlauf der weiteren Entwicklung entsteht aus der einheitlichen Epithel

verdickung an der vorderen Kante des Vorderdarms die Trachea, aus der paarigen 

seitlichen Epithelverdickung die Lunge. Infolgedessen konnen wir am Embryo von
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5.8mm (Ursegment 35) grosster Lange Trachea-und Lungenanlage deutlich wahrnehmen. 

  4) Tracheaanlage ist vollstandig abgesetzt von der Lungenanlage und es entstehen 

die Entbronchi 1, von der Mitte der erweiterten Stammbronchi als papillenartige 

Knospchen am Embryo von 6.0mm grosster Lange.

5) Ausser den Entobronchi 1, entstehen 2, 3, und 4, am Embryo von 6.5mm 

Nacken-steisslange. So bestimmten wir bei den Tauben 4 ausgebildete Entbronchien. 

6) Ausser den weiteren Wachstums-und Differenzierungsvorgangen der 4 Ent

bronchien, entstehen Ectobronchi 1, 2, 3, 4 und die Andeutung der Laterobronchi am 

Embryo von 8.5mm Nackeu-steisslange.

7) Wir unterschieden, den kaudalen, transversalen und medialen Ast von Ento

bronchi 1, den anterolateralen und dorsalen Ast von Entobronchi 2, den kaudalen und 

ventralen Ast von Entobronchi 3, und vergrosserte Entobronchi 4, Ectobronchi 1, 2, 3, 4 

und Laterobronchi 1, 2, 3 am Embryo von 11.0mm Scheitel-steisslange.

8) Wir sahen komplizierte Verastelungszustande des Bronchialbaums traubenartig 

am Embryo you 12.5mm Scheitel-steisslange.
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